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新しい翻訳の紹介　その２
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##The Church's one foundation
讃191、21-390、聖201、新143、イ52　

１．一つのもとい　ただ主に置き
水とことばで　建て上げられ
十字架の血にて　贖われた
主の教会は　主の花嫁

２．この世にありて　一つとされ
ひとりの神の　御名を崇め
一つの糧を　ともに受けて
一つの望み　ともにいだく

３．御民を分かつ　過ちにも
人があざけり　そしるときも
民の祈りを　主は聞かれて
涙の夜も　歌とかわる

４．内に争い　満ちるときも
試みの中　悩むときも
主にある平和　待ち望みて
勝利の民は　安きを得る

５．地にある民も　天の民も
ひとりの神に　ありて一つ
ともに交わり　ともに望む
主とともにある　うれしき日を

,EBt®YSĴ^-

#Oh what a wonderful Saviour
聖701、新376　

１．けがれ果てた身に
あふれるみめぐみ
なんとすばらしい
救いの主イェスよ

（くりかえし）
罪の痛み　なお増しても
主の恵みもまた　なおあふれる

２．神に背をむけた
罪ある私が
ほろぶやみのなか
主に見いだされた

３．なんの良いものも
もたない私が
罪をゆるされる
とうとい血潮で

４．歌え主のすくい
よろこべわが霊
今日もかぎりなく
たたえよ主の愛
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#O day of rest and gladness
讃54、21-204、聖94　

１．喜びの日よ　いこいの日よ
光に満ちた　癒しの日よ
すべての民は　声合わせて
聖なる御名を　ほめたたえよ

２．初めの光　この日生まれ
イェスはよみより　この日かえり
御霊の炎　この日くだり
よろこびみちる　きよき主の日

３．疲れた民に　マナをあたえ
聖なる民の　集いとする
救いのひかり　輝きいで
いのちの水は　世を潤す

４．新たな恵み　この日満ちて
さらなる恵み　求め続け
三つにいまして　ひとりの主を
主の教会は　ほめたたえる

#
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#Liebster Jesu, wir sind hier
讃19、21-51、（聖204）、新39　

１．愛するイェスよ　みことば慕いて
御前に集い　み声に聴き入る
主よ、わが心は　御教えの中に

２．御霊の光　わが身を照らせば
知恵と悟りは　闇より解かれる
御旨を宿して　みこころのままに

３．栄の御子よ　光の光よ
心をくだき　唇きよめて
祈りと誉め歌　御国の調べに

,kG[a^ÎItS-

#I am so glad that our Father in Heav'n
聖459、654、新259、イ168　

１．みことばに記された
天の父のみむねは
私にも向けられた
イェスの愛のとうとさ

（くりかえし）
すばらしい主の愛
喜び、たたえよう
私をも愛して
くださる主を

２．神の愛を忘れて
道に迷うときにも
御手をのべて導く
イェスの愛のうれしさ

３．主の御前に立つとき
歌う歌があるなら
とこしえに讃えたい
イェスの愛のとうとさ

４．主は私を愛され
私も主を愛する
十字架の死は主イェスの
深い愛のゆえです。

５．尋ねられたときには
主の愛を語りたい
神の霊も私を
力づけてくださる

６．心満たす平和は
愛のイェスの祝福
悪魔さえも逃げ去る
力強い主の愛
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O little town of Bethlehem
讃115、21-267、聖124、新84、イ402　

１．人知れず眠る　ベツレヘムよ
見上げれば空に　しずけき星
闇に輝く　とわの光
恐れは望みに　今宵変わる。

２．御使い見守る　安けき夜（よ）に
主は母マリアに　いだかれ伏す
あかつきの星　告げ知らせよ
「あめには御栄え、地に平和」と

３．天よりの恵み、良き賜物
よびとのこころに　届けられる。
罪の世界に　包まれても
受け入れる者に　主は来られる。

４．御使いの告げる、良きおとずれ
聖なる主イエスよ、来たり給え。
心を合わせ、祈り望む
ともに住みたまえ、インマヌエルよ

,Ę_pkB?r#řpSS?p-

#The day of Resurrection! 
讃154、21-326、聖170、新126　

１．主のよみがえり　地よたたえよ、
世界の国に　つげしらせよ
われらをひきつれ　死から命に
子羊イェスは　勝利された

２．「やすきあれよ」と　声が響く、
われら輝く　御座をあおぐ
悪を退け　罪を悔いて、
主に会う備え　今こそなさん

３．天よ喜べ　地よたたえよ、
この調べこそ　とわに響く
国々の声を　調べにのせよ、
復活の主こそ　世界の王

,<]S^ìr#ŘqOS=-

　I would love to tell you
what I think of Jesus

新350、イ532　

１．あなたに語り知らせたい
　　主イェスに出会ったことを
　　主はまことの友となって
　　人生を変えてくれた

（くりかえし）
　　私の罪を赦し
　　親しい友となり
　　誰より心くばられた
　　私のために

２．罪によごれた私さえ
　　イェスはみつけてくれた
　　強い愛の腕でささえ
　　御心示してくれた　

３．日ごと主は私を訪ね
　　親しく教えてくれる
　　不思議な救いの御業と
　　やがて来る天の御国

,��y�_ŷô-

#There is a balm in Gilead
黒人霊歌　　

（くりかえし）
ギルアデの乳香　傷をつつみ
かぐわしき乳香　すべて癒す

１．心がくじけ　弱るときも
御霊はともに　いてくださる

（くりかえし）

２．ことばと祈り　注ぎだして
主イェスの愛と　死を歌おう

（くりかえし）
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新理事会発足のご挨拶
代表理事　安藤能成　

「主がイスラエルの家に約束されたすべての良いことは、一つもたがわず、みな実現した。」
ヨシュア記　21章45節　

　今年６月20日の社員総会において、１年間代表理事を務めてくださった高橋和義氏に代わっ
て就任いたしました。高橋氏には、福音讃美歌協会の一般社団法人立ち上げと、最初の代表理事
としての働き、また歌集『教会福音讃美歌』出版に向けての重要な仕事を担ってくださいました
ことに感謝しております。それを受けての就任で、私がどれだけ重責を担えるかが課題です。
　しかし、私たちの主は確かな手ごたえをくださり、今思うと本当に奇蹟のような働きを導きつ
づけてくださっております。そして、2012年春には出版できる見通しが与えられました。この
働きを支えてくださっている皆様の祈りとご支援がなければ、決して果たせない働きであると思
います。
　この構想が関係各者に与えられてから、かなりの年月が経ち、歌集の出版を待ちわびていてく
ださる方々には遅いと思われたと存じますが、なにぶん私たちにとりましては、初めての取り組
みであり、手探り状態から始めなければなりませんでしたことを思えば、よくここまで進めて来
ることができたなというのが率直な感想です。
　いよいよ出版されることになれば、今後の取り組みは、どれだけ多くの教会や人々に用いてい
ただけるかということが課題です。出版作業が大詰めを迎えている今、頒布作業が大切な働きに
なっています。そのために、理事会では各方面に情報をお伝えできるように働きかけてまいりた
いと思っておりますので、ぜひ皆様にもこのことについて、ご協力いただければ幸いに存じま
す。そのために必要な情報や資料については、福音讃美歌協会にお問い合わせください。よろし
くお願い申し上げます。
　皆様の上に、主イエス・キリストの恵みと祝福が豊かにありますように。

新役員、職員

理事
　安藤能成　　代表理事　 同盟
　中山信児　　副理事長 ＪＥＣＡ
　矢木良雄　　書記 インマヌエル
　藤本侃也　　会計　 ＪＥＣＡ
　田中　進 インマヌエル
　下川羊和 同盟

監事
　熊谷邦男 インマヌエル
　山村雅彦 同盟

事務主事
　西川晴子
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‡ INFORMATION ‡

e　福音派の礼拝のための新しい讃美歌集
『教会福音讃美歌』　　　2012年春発行予定
　編集：福音讃美歌協会
　発行：いのちのことば社
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e　讃美歌についての集会を企画してみませんか。
#ƲŽłÖ$ŤŲ³$Ĝƪ³$āƆ^W=Y_½d$ª¾ƔĄĖ_åĜnñĝ]\^$

#ƎªāƆ¯Ô³_ƬĎ$āƆ¯¡¥wżç=SKjM%Pc@ĩCDTI=%

#&@Ɵ=öO

##��������� ����

##!�����������	���#��"���������	���#*=_U_G[aĕĢƁĎ×ƌŵ+

e　「福音讃美歌ジャーナル」投稿募集
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【賛助会費納入者】 （2011年4月-9月）
大宮キリスト教会、上作延キリスト教会、キリスト教朝顔教会、栗橋キリスト教会、西大寺キ
リスト教会、栄福音キリスト教会、世田谷中央教会、菅生キリスト教会、鶴ヶ島聖書教会
岩下シノブ、安西仁美、南場安正、石川岩夫、大島章義、神谷聰子、斉藤眞木子、高橋和義、
中山信児、横倉知恵、高橋和江、小林義正、刑部照美、辻喜男、三木智枝子、村松容子、竹中
久三、竹中節子、赤江弘之、大滝忠子、藤本侃也、稲垣博史、稲垣緋紗子 ( (9教会、23個人)

【献金者】 （2011年4月-9月）
武蔵台キリスト教会、川越聖書教会、東村山キリスト教会、大磯キリスト教会、浜松中沢教
会、インマヌエル熊本キリスト教会、小池宏明、刑部照美、横倉知恵、匿名（10件）

お名前の掲載を希望されない場合は、通信欄に匿名希望とお書きくださるか、メール（info@jeacs.org）で、その旨をお知らせください。

＊ 会 計 報 告 ＊
2011年4月-2011年9月

 ■収入の部■
　──────────────────────────────────────────
　科　　目 2011年度予算案 2011年度中間報告
　──────────────────────────────────────────
　会員負担金 1,260,000 826,000

　正会員　 750,000 500,000
　準会員　 60,000 0
　賛助会員 450,000 331,000

　自由献金 350,000 90,000
　その他 0 88
　──────────────────────────────────────────
　当年度収入合計（Ａ） 1,610,000 921,088
　前年度繰越金 562,247 562,247
　収入合計（Ｂ） 2,172,247 1,483,335

 ■支出の部■
　──────────────────────────────────────────
　科　　目 2011年度予算案 2011年度中間報告
　──────────────────────────────────────────
　理事会費 65,000 68,283
　委員会費 290,000 241,201
　人件費 340,000 180,000
　事務費 100,000 45,629
　ジャーナル発行費 450,000 208,110
　カンファレンス開催費 250,000 95,580
　総会開催費  40,000 11,892
　JEA関係費 35,000 35,000
　予備費 150,000 38,020
　──────────────────────────────────────────
　当年度支出合計（Ｃ） 1,720,000 923,715
　当年度収支差額（Ａ）-（Ｃ） -110,000 -2627
　繰越額／残高　（Ｂ）-（Ｃ） 452,247 559,620



一般社団法人　福音讃美歌協会　JEACS 
〒101-0062　東京都千代田区神田駿河台2-1

OCCビル　602号室

tel.03-5341-6920　fax.03-5341-6921
（いのちのことば社出版事業部内）

ホームページ  http://jeacs.org/　メール info@jeacs.org

FUKUIN SANBIKA JOURNAL  No!"# )  FUKUIN SANBIKA JOURNAL  No!"#

福音讃美歌協会・会員募集
◇会員の種別は、以下の三種類です。
　正会員（教会・教団・教派等）、準会員（超教派団　
　体・グループ等）、賛助会員（趣旨に　賛同し支援し
　てくださる教会、個人等）
◇賛助会員のお申し込みは、入会申込書をご請求いただ
　き、必要事項をご記入の上、郵送またはFAXでお送り
　ください。承認後、年会費のお振込みにより入会が完
　了致します。
◇正会員、準会員のお申し込みにつきましては、協会へ
　直接お問い合わせください。
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を
生
み
出
す
働
き
、
福
音
讃
美
歌
協
会
の
設

立
に
つ
な
が
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
よ
う
や
く
、
新
し
い
讃
美
歌
集

の
タ
イ
ト
ル
と
発
売
時
期
を
お
知
ら
せ
す
る

と
こ
ろ
ま
で
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
福

音
讃
美
歌
協
会
の
設
立
準
備
か
ら
８
年
間
、

走
り
続
け
て
き
た
こ
の
マ
ラ
ソ
ン
も
、
い
よ

い
よ
決
勝
点
が
見
え
て
き
た
わ
け
で
す
。

　
讃
美
歌
集
編
集
に
つ
い
て
知
識
も
経
験
も

何
も
無
い
私
た
ち
が
、
途
中
で
リ
タ
イ
ア
し

な
か
っ
た
の
は
奇
蹟
に
近
い
こ
と
で
す
。
た

だ
神
さ
ま
の
導
き
と
し
か
言
う
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
大
切
な
局
面
で
は
、
い
つ
も
神
さ

ま
が
、
委
員
の
誰
か
に
知
恵
と
志
を
与
え
て

導
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の

兄
弟
姉
妹
か
ら
祈
り
と
励
ま
し
と
献
げ
も
の

を
い
た
だ
き
支
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
感
傷
に
浸
っ
て
い
る
ゆ
と
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
、
ゴ
ー
ル
近
く
ま
で
来
た

ら
、
ゴ
ー
ル
が
坂
の
上
に
あ
る
よ
う
な
感
じ

が
し
て
い
ま
す
。
制
作
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
守

り
、
予
定
通
り
諸
教
会
に
讃
美
歌
集
を
お
届

け
す
る
た
め
に
は
、
今
ま
で
に
劣
ら
な
い
努

力
が
必
要
で
す
。
ゴ
ー
ル
は
見
え
て
い
ま
す

が
、
そ
こ
に
た
ど
り
着
く
た
め
に
は
、
な
お

坂
を
上
り
切
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
も
、
今
、
こ
の
業
に
つ
い
て
「
決

勝
点
が
ど
こ
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
走
り
方

は
し
て
い
ま
せ
ん
」
と
言
え
る
こ
と
は
、
私

た
ち
の
喜
び
で
あ
り
感
謝
で
す
。
そ
し
て
、

走
り
終
え
た
暁
に
は
、
ま
た
次
の
新
し
い
課

題
が
私
た
ち
を
待
っ
て
い
ま
す
。
　
（
な
）
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